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くに complex FP（CFP）の出現と，臨床症状・生命予後との関連を検討した。 
 
対象と方法 
東京都立神経病院および福島県立医大病院を受診し，改訂 El Escorial診断基準で clinically possible
以上，もしくは進行性筋萎縮症と診断された孤発性 ALS患者 85例（男性 41例，女性 44例；平均
年令 67 歳）。針筋電図を 2010 年 1 月〜2012 年 8 月に施行した症例を対象とした。針筋電図は，
Neuropack 2000を用い，被検筋を，上部僧帽筋，上腕二頭筋，橈骨手根屈筋，第一背側骨間筋，内
側広筋，前脛骨筋，第 10傍脊柱筋とし，線維自発電位（fib），陽性鋭波（psw），FPの有無を観察




ク検定），Cox比例ハザードモデルにより解析した。打ち切り日は 2012年 9月 30日とした。 
 
結果 










ALS において CFP の出現が広範囲であることは，速い進行速度，不良な生命予後を予測する因
子である。CFP が，ALS の病態生理である運動ニューロンの軸索興奮性の増大と関連した現象で
あることが示唆される。 
 
 
※日本語で記載すること。１２００字以内にまとめること。 
